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1は じ め に

よい体育の授業 とは高田典衛氏が述べてい

るように,1.せ いいっぱい運動 させてくれ

た授業,2.ワ ザや力を伸ばして くれた授業

3.友 人 と仲 よく学習 させてくれた授業,4.

何かを新 しく発見 させて くれた授業であろ う.

このような児童にとって望まれる授業を実際

に行 うには経験 が大 きな役割 を果 た して い

る.し か し経験だけではこのよ うな授業が出

来 るとは思われず,そ こには授業 を遂行す る

上での原理,原 則がある.将 来,教 員を目指

す学生 は実際に指導する機会には余 り恵まれ

ないが,大 学の授業などを通 し論理 とそれを

ふまえた経験豊富な教員の考 え方等 を早期 に

吸収することは大切 と思われる.

本学教育学部初等教育課程の体育科教育 に

おいて もその意義の もとによ りよい授業を行

ない,学 生が望ましい指導者 として育つ こと

を期待す るものである.3年 次 に履修す る体

育科教育1-2は,定 められた担当の学生が

他の学生 を指導する授業形態で行 なわれてお

り,教 員は指導担当者の事前指導(指 導案の

点検等)や 授業時のア ドバイザーとして係わ

る.そ して学生は年間で器械運動,陸 上運動,

ボール運動,表 現運動の四領域を演習履修す

る.従 って各領域を学習す る授業時数は5～

6時 間 となる.

ボール運動 においては,授 業前に 「ボール

運動 に何 を期待するか」,授 業後に 「ボール

運動 を終 えて」,指 導担当者には 「指導を終

えて」のレポー ト提出を義務づけている.

本研究はレポー トの記述内容を分折するこ

とにより,授 業による教材に対す る意識の変

容や一般的球技指導上の留意点 と学生指導者

が関心 を示す留意点 との相違などを検討する

ものである.球 技は基礎技能,応 用技能,ゲ

ーム,ま た個人技能,チ ームプレーな ど様々

の形態を含んでいるので,望 ましい授業の進

め方 については模索 ・研究の余地が多 く,今

回は学生 の実態を把握することによ り今後の

指導の基礎資料 とするものである.

H研 究 の 方 法

1.授 業前後のレポー ト記述内容の分類 ・分

折法について

ボール運動においては,授 業開始に先だち

「ボール運動に何を期待す るか」,授業終了時

に 「ボール運動を終えて」の題 目によるレポ

ートを課 している.レ ポー トは400字 詰め原
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稿用紙1枚 とし,原 則 として題 目,専 修,学

籍番号,氏 名をその中に記すので,記 述は実

質360字 程度 となる.そ れは受講にあたり,

目的意識や心構 え等を明確にさせ,さ らに終

了時には自己の期待 した事柄 との照合によっ

て,今 後の課題や反省,授 業に対する意見等

を提起 させるのに有意義であると考 えられる.

本研究はこのレポー トの記述内容 を分類 ・分

折す ることによ り,学 生の意識,態 度変容 を

知 り,今 後の指導に役立てようとするもので

分折方法 は以下の様である.

レポー トに述べ られている内容 を使用語句

を中心 に,A群 一教材の特性に関する事項,

B群 一指導に関する事項,C群 一技能に関す

る事項,D群 一チームに関す る事項,E群 一

ルールや知識に関する事項,F群 一態度や安

全に関する事項,G群 一体力や健康に関する

事項,H群 一その他の事項の8群 に分類する.

各群は相互に関連 しあうものであるが,文 章

表現や語句の用い方か ら分類を行 い,難 解の

ものは研究者両者の合意判断によった.な お

各群の具体的用語及び事項は次のようである.

A群 一他教科や領域 との関連,ボ ールの特性,

集団技能(チ ーム)重 視,楽 しい ・好まれる

・親 しまれる運動遊び ・ゲーム的要素が強 い,

レクリエーション ・生涯スポーツとして有効

など,B群 一準備 ・整理運動,説 明,示 範,

教材の配列,運 動量(練 習回数),指 導者 の

運動参加,慣 れ させ る指導,未 熟者(低 技能

者)へ の配慮,楽 しさ・楽 しい指導,指 導の

難 ・易,よ り良い(効 果的)指 導法,指 導者

の資質,指 導法に関す る一般的事項など,C

群一ボール(用 具)の 扱い方,個 人 ・基礎技

能,集 団 ・応用技能,基 礎 と応用との関連,

ゲームの進め方,自 己技能の優 ・劣,教 師に

必要な技能,苦 手 な種 目など,D群 一集団行

動,チ ーム編成,チ ームワーク,チ ームプレ

ー,リ ーダーシップ,チ ームでの役割など,

E群 一ルール ・規則の重要性,ル ールの熟知

度,ボ ール運動についての知識,審 判の仕方

など,F群 一勝敗に対す る態度,社 会性 ・社

会的態度,協 調性 ・協力的態度,ゲ ーム中の

マナー ・態度,ス ポーッマンシップ,ル ール

・規則を守る態度,人 間性 ・精神的影響,安

全に対する配慮,怪 我 の防止な ど,G群 一体

力 を養 う,健 康を高 める,自 己の体力評価,

運動の心身に与 える価値など,H群 一 コー ト,

用具,発 育 と教材,評 価,個 人差,性 差など.

次に,「 ボール運動 に何 を期待するか」 と

「ボール運動 を終 えて」のレポー ト別に各専

修に分け,具 体的事項の記述数(度 数)を 求

めてか ら各群の集計 をした.こ れを専修別 に

人数 に対す る百分率及び全度数 に対す る百分

率を算出した.一 群 の中で も数用語 を用いて

記述 してい る場合が あるので人数に対す る

百分率は100%を 越 えるものが出た.本 来比

較研究法 としては分布の仕方や集団間の差の

有意性等を基にして,検 討論述すべ きである

が,本 研究はボール運動のみを対象 とした実

態把握が主眼であるので,度 数及 び百分率 に

よる検証にとどまった.な お調査対象は53年

度生 としたが,レ ポー トの記述量が400字 を

越えるものは除外 した.

2.指 導上の留意点について

学生 は図一1に 示された内容に沿って,指

導の割 り当てが決定 され,指 導案の作成に入

る.指 導案の作成,展 開に際 しては図一2の

様な内容が示 されてお り,ま た指導上の留意

点 として,ボ ール運動 の特性(ボ ール を用

いて行なわれる,チ ームゲーム,個 人技能,

図1授 業の進め方

週 種 目 A輪 銘+・・分 B20分 C20分

1 ド ッ ジ ボール投げ遊び① ボール投げ遊び②
ド ッジ

ボ ー ル

2
゜ 一 ト パ ス ・ド リブ ル ㍗ 貿3対2 ゲ ー ム

3 バスケ ット
パ ス シ ュ ー ト

ド リブル
3対22対2 ゲ ー ム

4
ラインサッカー

ソ フ ト

ボ ール け ラ イ ン

り遊 び サ ッカ ー

トスバ ッ

テ ィン グ

ゲ ー ム

(ソフ ト)

5 サ ッカ ー
キック ドリブル

トラップ シュー ト 孫 ン3対1 ゲ ー ム
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図2指 導案の作成 展開の様式

本時のね らい

ね ら い

3人 の担当者共通の
ね らい
各担当者のねらい

段階 時間 学習内容 学習活動 指導上の留意点 備 考

導入 運動技能 運動方法 技能の要点 運動場の
や ルール の図示と 社会的態度,健 使用法

展開 などの具 解説 康安全への配惹 隊形の変
体的内容 指導の留意点 化

整理 (項 目) 用具 ・評

価

集団技能 を重視,調 整力の向上,集 団 として

の協力,勝 敗 に対 す る態度)指 導上の問題

点(基 礎 的技能 をゲ ームに結 びつ けるには

どのようにしたらよいのか.チ マムの編成 は

どのようにすればよいか.協 力,責 任,公 正

な ど社会的態度を育てるにはどうした らよい

か.狭 い運動場における効果的指導はどのよ

うにした らよいか.基 本→動 き→対敵→スコ

アリング→ ゲームの流れをどう授業に生かす

か)が 提示 されている.指 導案は前述 された

内容をふまえ,一 案提出,ミ ーティング,修

正案提出の過程を経て授業に入る.授 業終了

後 には 「指導をしてみて」とい うレポー トの

提出を終 えて,教 材研究授業が終了す る.学

生が指導案作成,実 践授業の過程において考

慮 しなければな らないことは数多 くあるが,

指導案の作成過程で遭遇するものに限定 して

考 えてみる.

表1

番号 用 語

1 指導案 下準備

2
説明 ① 内容 ② 声 ③ 時機 ④ 隊形 ⑤ 図表

⑥ 示範

3

技
術
指
導

① 内容 ② 教材の配列 ③時間の配分 ④練

習回数・運動量 ⑤対応力 ⑥技術差 ・男女差

個人差 ⑦ 練習隊形・班編成 ⑧笛の使用

4
ゲーム指 導 ① チー ム編成 ② チ ーム人数

③ ルール ④ 審判

5 社会的態度 ① 協力 ・意欲 ・態度 ② チ ームワーク

③ 役割 分担

6 安全

7 施設 ・用具 ① 施設 ・コー ト ② 用具 ③ 環境

8 体力 ・健康 ・発育 ・発達 との関連

9 指導者の資質 ①体力・運動能力 ② 知識

考察は前述 されたr指 導 を終 えて」のレポ

ー トに表 されていた用語 を表1に 示 した要素

に分類して,学 生が授業の展開 に際 し,ど の

ような要素 に着目しているかを数量的に処理

し,学 生の指導に対 して留意 している点を把

握す るとともに,男子 と女子の比較,⑦ 群(準

備運動,個 人技術),④ 群(対 人技術),◎ 群

(ゲーム)に 分類 して,そ れぞれの分野 におけ

る留意点の差を吟味す る.な お徴妙に どの要

素に入るかについては前項同様研究者の合意

によった.

1皿 結 果 と 考 察

1.授 業 に よる ボ ール 運 動 教 材 に対 す る意 識

の 変 容 に つ い て

授 業 前 に 提 出 され た 厂ボ ール 運 動 に何 を期

待 す るか 」 に述 べ られ て い る事 項 の群 別,専

修 別 記 述 数(度 数)及 び人 数 に対 す る百 分 率,

全度 数 に対 す る百 分 率 な ど は表 一2の 通 りで

あ る.

記 述 され て い る用 語 句 や 事 項 の総 数 を人 数

で 除 した もの(f/N)を 表2の 下 欄 に 掲 げた

が,平 均4.8項 目 につ い て 述 べ て い る こ とに

な る.各 専 修 と も5項 目前 後 に分 布 して お り,

記 述 数 につ い て は 大 差 が な い もの と考 え られ

る.

次 に群 別 の 記 述 数 か らの結 果 を見 る と,F

群 一 態度 ・安 全A群 一 教 材 の特 性B群 一

指 導D群 一 チ ー ムC群 一技 能E群 一 ル

ー ル ・知 識
,G群 一健 康 ・体 力,H群 一 その

他 の順 に記 述数 が 多 く,各 群 内 の具 体 的 事 項

で50名 以 上 の 多 くが述 べ て い る もの は 次 の通

りで あ る.(注)記 述 数 を()で 示 した.

F群 協 力 ・協 調 性(187),社 会 性(78)

勝 敗 に対 す る態 度(60),安 全 や 怪 我 の 防 止

(52),A群 楽 し さ(204)遊 び ・ゲ ー ム(67),

集 団 で 行 な わ れ る(53),B群 楽 しい指 導

(141),効 果 的 指 導(75),指 導 法 一 般(66),

D群 チ ー ム ワー ク(チ ー ム プ レ ー)(232),

集 団 行 動(57),C群 基 礎 ・個 人 技能(172),
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表2

専 修

群(N)人 数

国 語 社 会 数 学 理 科 音 楽 美 術 体 育 家 庭 特殊教育 計 順位
128 93 97 27 43 24 47 37 14 510

A 教 材 の 特 性 iio
86

-

19
84

90
-

19
77

79
-

is
25

93
-

17
48

112

23
24

io
-

1
32

68

14
26

70
-

15
io

71
-

14
436

85

is
2

B 指 導 99
77

-

17
68

73
-

15
95

98

22
17

63

12
31

72
-

15
19

7

1
45

96
-

19
29

78
-

16
14

100
-

19
417

82
-

17
3

C 技 能 96
75

-

16
65

70
-

15
40

41
-

9
24

89
-

17
30

70

14
14

5
-

11
33

70
-

14
20

54

11
12

86一一

16
334

65
-

14
5

D チ ー ム 94
73

-

16
55

59
-

12
65

67
-

15
24

89
-

17
28

65

13
18

75
-

14
26

55
-

11
26

70
-

15
7

50
-

io
343

67
-

14
4

E ル ー ル ・ 知 識 66
52

-

11
47

51冖
11

50
52

iz
15

56
-

10
19

44

9
12

50
-

10
14

30
-

6
14

38

8
9

64
-

iz
246

48一
ユ0

6

F 態 度 ・ 安 全 93
73

is
97

104
-

22
72

74

17
28

104

20
43

100
-

21
31

129

25
63

134
-

27
47

127
-

27
19

136

26
493

97
-

20
1

G 健 康 ・ 体 力 21
16

-

4
19

20

4
20

21
-

5
9

33
-

6
8

19

4
6

25
-

5
is

38
-

8
11

30

6
2

14
-

3
114

22
-

5
7

H そ の 他 14
11

-

2
7

8
-

2
13

13
-

3
1

4
-

1
2

5
-

i
1

4
-

1
3

6
-

1
4

11冖
2

0
0

0
45

9

2
8

度数合計(f) 593 442 432 143 209 125 234 177 73 2,428 一

f/N 4.6 4.7 4.5 5.3 4.9 5.2 5.0 4.8 5.2 4.8

(注)巨圧 ① 記述数(度数)② 度数の人数に対する百分率
③ 度数の度数合計に対する百分率

応用 ・集団技能(59)E群 ルールの重要性

(159),ル ールの熟知度(52),G群 体力を養

う(72).

各専修による顕著な差 は認め難いが,8割

以上の学生が述べている事項に注目すると,

F群 は社会,理 科,音 楽,美 術,体 育,家 庭,

特殊教育,A群 は国語,社 会,理 科,音 楽,

美術,B群 は数学,体 育,特 殊,C群 は理科,

特殊,D群 は理科 である.

従 って授業前の教材の受け止め方や授業に

期待する姿勢 としては,小 学校指導書体育編

に述べ られているところの 「体育における運

動の もつ意味は単 に体力つ くりや人間形成の

手段 としてだけにとどまらず,運 動 を身につ

けること自体 も同時に重視することがこれか

らの社会に生 きる児童を考える場合 に必要だ

か らである.現 在か ら将来の生活にわたって

運動に親 しむことができるようにするために

は,運 動の技能や運動 をめぐって必要 な態度,

行動の仕方だけでな く,何 よりも運動の楽 し

さ・喜 びを理解 させることが重要である」を

受けて,そ れ とボール運動の特性 とを照合 し

て述べていると思われ,ご く一般的常識的な

内容 と判断できよ う.す なわちボール運動の

特性を述べ ると共 に,そ の中でも重視 しなけ

ればな らない点 として,勝 敗に対する態度や

社会性,安 全への配慮,個 人や集団技能 の生

か し方,ル ールを知 りそれを守ってチームと

して協力できることなどをあげ,そ れ らをふ

まえて楽 しく指導す るためには どのよ うにす

ればよいかをつかむことを期待 していると考

えられ る.

授業が終了してか ら提出された レポー トに

述べ られている事項の群別,専 修別記述数(度

数)及 び人数 に対す る百分率,全 度数に対す

る百分率などは表 一3の 通 りである.

記述度数の人数比は平均4.5で やや減少 し

ており,そ の傾向は各専修間にも認められる.

次に群別の記述数か らの結果 をみると,B

群一指導C群 一技能,F群 一態度 ・安全,

E群 一ルール ・知識D群 一チーム,A群 一

教材の特性,G群 一体力 ・健康H群 一その

他の順 に記述度数が多 く,各 群内の具体的事

項で50名 以上の多 くが述べているものは次の

通 りである.(注)記 述数 をOで 示 した.

B群 楽 しい指導(128),効 果的指導法

(100),指 導法一般(66),指 導 は難 しい(65)

示範など(63),説 明法(56),C群 基礎 ・個

人技能が劣 る,教 師に必要な技能(74),自 己

技能が劣 る(64),F郡 協力・協調性(155),

安全への配慮 ・怪我の防止(79),社 会性(63),

勝敗に対する態度(51),規 則を守 る態度(50),
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表3

専 修

群 人 数(N)

国 語 社 会 数 学 理 科 音 楽 美 術 体 育 家 庭 特殊教育 計
順位

130 124 132 36 40 25 59 38 18 602

A 教 材 の 特 性 75
58

13
52

42

10
38

29
-

7
21

58
-

13
20

50
-

10
19

76
-

14
24

41

9
19

50

11
13

72
-

17
281

47

11
6

B 指 導 143
110

25
128

103

24
147

111
-

27
44

122
-

27
53

133

27
37

i4s

28
90

153
-

33
36

95

21
21

117

28
699

116

26
1

C 技 能 120
92

-2五 85
69

-

16
90

68

17
28

78

17
35

88
-

18
is

56

10
43

73

16
25

66　
15

11
61

14
451

75
-

17
2

D チ ー ム 60
46冖
10

65
52

-

12
71

54

13
20

56

12
15

38

8
10

40

7
28

47
-

10
16

42

9
6

33

8
291

48

11
5

E ル ー ル ・ 知 識 74
57

13
58

47

11
60

45
-

11
14

39冖
8

29
73

is
13

52
-

10
32

54

12
26

68

is
16

89
-

21
322

53

12
4

F 態 度 ・ 安 全 57
44

-

10
122

98
-

23
98

74
-

is
28

78

17
27

68
-

14
27

108

20
43

73
-

16
32

84
-

19
6

33

8
440

73
-

is
3

G 健 康 ・ 体 力 35
27

6
14

11

3
24

18
-

4
7

19

4
11

28
-

6
10

40

7
1

2

0
11

29
-

6
1

6
-

i
114

19㎝
4

7

H そ の 他 17
13

-

3
14

11
-

3
16

12
-

3
4

11

2
4

10

2
4

is

3
12

20
-

4
6

is
-

4
2

11

3
57

9
-

2
8

度数 合計(f) 581 538 544 166 194 134 273 171 76 2,677 一

f/N 4.5 4.3 4.1 4.6 4.9 5.4 4.6 4.5 4.2 4.5 一

(濁[圖 ① 記述数(度 数)② 度数の人数に対する百分率
③ 度数の度数合計に対する百分率

E群 ルールの重要性(124),ル ールの熟知度

(108),知識の必要性(53),D群 チームワー

ク(171),A群 楽 しさ(200)

専修別に見 るとB群 は全専修の95%以 上の

学生が記述 している他,F群 を社会 と美術,

C群 を国語が多 く述べている.(9割 以上).

社会専修が社会的態度や協調性を強調 してい

る点は注目に値する.

授業後では,実 技 ・演習の体験によって,

やや抽象的であった体育観や教材観が具体化

され ると共 に,将 来教師として指導す る場合

を意識 ・自覚 してか,記 述内容が指導 との関

連性が強 くなっている.指 導に関 しては,前

述 した事項の他に教材の配列や授業の流れ,

指導者の資質,運 動量や練習回数等 をかなり

の者があげよりよい指導をす るために着眼点

も定 ってきたようである。技能面では,基 本

的技能の重要性を認め,自 己の能力 を伸ばし

教師として児童 と共 にゲームが出来 るように

望んでいる.ま た種 目としてはサッカーを苦

手 とす るものが女子に多 く,今 後の課題 とな

った.態 度,安 全面では社会生活に必要な種

々の規範を学 ばせる格好の教材であるとしそ

れをどう育て指導で生かすかを知 りたいと述

べる者が多い.こ れはチームワークや個人 を

集団の中でどう育て るかとの意味あいか らD

群(チ ーム)か らの論述でも多かった.ル ー

ルや知識面では,ボ ール運動でルールは重要

と認めなが らも熟知度が低 く,さ らにボール

運動の知識の乏しさや審判の仕方 に対する不

安等 も述べている.教 材 として楽 しい,親 し

みが もたれる等 をあげる者が多かったが,児

童の立場や過去の経験からではなく,授 業を

通 して体験 し実感 として述べている点が,内

容的に授業前 と異なる.そ の他,怪 我防止の

ための準備運動の必要性,体 力 を養い運動の

価値を認める,個 人差 ・性差 をどう扱 うか,

評価について等の指摘 もあり,問 題点 も明確

になってきているようである.

以上,レ ポート分折から授業前後の意識に

ついて述べて きたが,抽 象的か ら具体的に,

学生の見方か ら指導者的発想へ,受 動か ら能

動へ と向上変容する過程 を授業で正確に とら

え,学 生の希望を生かしつつ展開 していかね

ばならないと考 える.(深 町 明夫)

2.指 導者としての教材意識について

(1)指 導案 との関連

指導案が学生 にとって机上の ものであると

はいえ,指 導案 は教材全体の流れを把握する

上で も緻密であることが要求 され,そ の指導

案 は誰が見て授業 して も同じ様な指導がなさ
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表4レ ポー トに表われた指導上留意した用語の頻度

項 目 1 2 316 3一 ⑦ D 412 4-Q 4-● 5 6 7 7一 ③ 8 9

頻 数 50 109 92 11 6 7 30 10 24 7 25 13 7 35

% 37:0 80.7 68,1 8.1 II 5.2 22.2 7.4 17.8 5.2 18.5 9.6 5.2 25.9

順 位 3 1 2 9 14 11 5 10 11 11 6 8 11 4

総数135名

表5男 子 と 女 子 の 比 較

項 目 1 2 316 3-Q 4 412 m③ IIO 5 6 7 7一 ③ 8 9

男 子 32.6 89.1 80.4 8.4 2.2 8.7 19.6 6.5 17.4 6.5 15.2 10.9 6.5 8.7

女 子 39.3 76.4 61.8 7.9 5.6 3.4 23.6 7.s 18.0 4.5 20.2 9.0 4.5 34,8

△ △ * △ ● * △ △ △ D
△

***

順

位

男 3 1 2 10 14 8 4 11 5 11 6 7 11 8

女 3 1 2 9 11 14 5 9 7 12 6 8 12 4

男子46名 女子89名

△ 女子 の意識が高 い項 目

*x2検 定***0。01

男女共(%)

**0.05*0.1・0.2

表6ア 群 イ群,ウ 群 の 比 較

項 目 1 2 316 3-Q 3一 ⑧ 412 4一 ③ IIO 5 6 7 7一 ③ 8 9

ア% 24.4 77.8 77.8 8.9 4.4 II II 2.2 11:1 2.2 22.2 6.7 6.7 20.0

イ% 51.1 80.0 64.4 15.6 0 0 15.6 0 11.1 II 13.3 11.1 4.4 37.8

ウ% 35.6 ;,, 62.2 0 8.9 11.1 46.7 20.0 31.1 8.9 33.3 11.1 4.4 20.0

順

位

ア
ー

3 1 1 7 10 10 10 13 6 13 4 8 8 5

イ 3 1 2 5 12 12 5 12 8 10 7 8 10 4

ウ 4 1 2 14 11 9 3 7 6 11 5 9 13 7

ア群 男子14名

45名 女子31名

イ群 男子11名

45名 女 子34名

れ るといった前提で立案 されたものだけに指

導案に書かれたことへの尊守は必要条件にな

る.指 導案 とか授業へ入る前の下準備 は全体

の37.0%の 者が留意 してお り,今 回の調査で

は3番 目に位置 している.そ の内容 は指導案

は書いたが,机 上 と現実は違 うという主 旨が

大半で,指 導立案の時機に もっと教材研究が

必要であるとの意見が見 られた.男 子 と女子

との比較においては差は見 られず,ア,イ,

ウ群 との比較ではイ群の半数が この要素に着

目している.こ のことは対人技能,応 用技能

として工夫 されたパターンの ドリルを指導す

る教材内容が影響していると思われる.

(2)説 明

実際に指導す る教材 の内容 を事前に児童へ

示すことは大切なことであ り,特 に身体活動

を伴 った教材 においては教材内容の説明だけ

ウ群 男子21名

45名 女子24名

でな く,練 習の方法,ゲ ームのルール説明な

ど多岐に渡っている.留 意す る事項 としては,

児童にわか りやすい内容で説明で きるか,大

きな声ではっきりと意志の伝達がで きるか,

その説明の時期が適切であるかどうか,説 明

する時の児童の隊形はどうか,補 助教材,図,

表などを使用して行な うのがよいかなどが考

えられる.運 動の方法 を言葉だけの説明で児

童に対 し十分な理解を得 ることは困難な事が

多く,特 にパス,ド リブルなどの個人的技術

に関 しては示範が大切になって くる.部 活動

等で日頃運動 に親 しんでいる者はともか く,

そうでない者は示範の重要性は認識 している

ものの実際には実施に踏み切れないでいるこ

とが多 く,示 範で きる技能 を身につけるか,

また児童を使 っての示範 をどうしたらよいか

が留意 される点である.ま た対敵技術にして
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もドリブル1対1の よ うに相手によって練習

状態が左右 されるもの,3対2や2対2な ど

各自の役割 をはっきり認識 させ るための練習

方法上の示範 も考慮 しなければならない.今

回の調査 においては80.7%の 者がこの項 目を

考慮 してお り,特 に説明する順序 とか内容,

声の大 きさ,言 葉使いにおいてが多く見られ

た.男 子 と女子の比較 においては各要素 とも

差はあまり見 られない。またア,イ,ウ 群間

の差 もあまり見 られなかった.説 明に対する

関心の高 さは予想以上であ り,初 めて人前で

指導するといった心理的な面が多分に影響し

てお り,初 めての経験 ということで学生 に顕

著な印象があった もの と考えられる.

(3)技 術指導法

技術指導に際しては教材の配列,時 間の配

分,練 習回数,運 動量が児童の技能向上に影

影 している.教 材の配列に関 しては基礎技術,

応用技術,ゲ ームの過程において基礎 と応用

との関連,応 用か らゲームへの発展の理解度

が留意すべ き点 になる.ま た指導者は体育が

得意で好 きな者だけを対象にして行なわれる

とい う訳でないので下手な児童,遅 れた児童

をどうす るか,ま た男女差はどうするかとい

った配慮 も大切 になる.指 導には一斉指導,

班別指導,個 別指導等があるが,球 技におい

ては使用す る施設 ・用具等の関連か ら班別指

導をとる例が多 く,一 斉 に同じことを各班が

行な うということで班編成に も留意 しなけれ

ばな らない.ま た練習の開始か ら終了時 まで

の指示の仕方 も留意 しなければならない.笛

の使用法 も問題 として提起される.今 回の調

査 においては61.8%と 高い関心 を示 してお り,

その中で時間配分,パ スの仕方等の技術内容

に関す るものが多 く見 られる.ま た少ないな

が らもその場面に適 した方法を採用す るとい

った対応力 に関 しても見 られる.男 子 と女子

との比較では男子80.4%,女 子61.8%と 差が

見 られ,男 子の方が技術指導に関心が高 いこ

とを示 している.笛 の使用法に関 しては全体

と して は少 な いな が ら も女 子 の 方 が着 目 して

い る.ア,イ,ウ 群 間 で の 比 較 で は 班 編 成 に

お い て イ群 に 関心 の高 さが見 られ て い る.こ

の こ とは主 に対 人 技 術,チ ー ム プ レ イ を行 っ

た グ ル ー プで あ る こ と と関 係 が あ る と考 え ら

れ る.

(4)ゲ ー ム

球 技 指 導 は そ の特 性 か らゲ ー ム を うま く と

り入 れ る こ と と言 え る.ゲ ー ム指 導 に際 して

留 意 す べ き こ と は チ ー ム の 編成,チ ー ム の人

数,チ ー ム内 の 役割 分 担 の 確 認 が 大 切 で あ る.

ま た ゲ ー ム をス ム ー ズ に行 な う要 素 と して ル

ー ル 等 の そ の ゲ ー ム に対 す る理 解 度
,知 識 が

必 要 で あ る.そ の ゲ ー ムの 仕 組 み を熟知 す る

こ とは そ の種 目 の特 徴 を うま く引 き 出せ る し

ゲ ー ムに対 す る認 識 もか な り高 揚 で きる.特

に留 意 し な けれ ば な らな い点 は 審判 法 の習 得

で あ る.審 判 が うま くで き るか で きな い か に

よ って ゲ ー ム の様 相 は か な り変 化 し て く る.

バ ス ケ ッ トボ ー ル の ゲ ー ム の よ うに コ ー ト内

へ 敵,味 方 が入 り混 って 行 な う種 目 は フ ァウ

ル を取 れ る取 れ な い は そ の ゲ ー ムの 成 否 を決

定 す る位 の重 要 さ を持 っ て い る.バ ス ケ ッ ト

ボ ー ルの ゲ ー ム に 限 らず どん な 種 目 の ゲ ー ム

にせ よ ボ ー ル の 所有 が ど ち らか の チ ー ムへ行

くか は児 童 達 に と って は大 切 な事 柄 で あ る と

い え る.今 回 の調 査 で は ル ー ル に関 す る こ と

が22.2%と ゲ ー ム指 導 は ル ール を知 っ て い る

こ と,少 な い な が ら も審 判 へ の 関 心 が あ る こ

とか らル ー ル を実 践 場 面 へ 適 応 させ る必 要 が

あ る と思 わ れ る.男 子 と女 子 の比 較 で は ル ー

ル,審 判 に女 子 の 方 が,チ ー ム編 成,チ ー ム

の人 数 に 男子 の 方 が 関 心 が高 か った.群 別 で

は ゲ ー ム 担 当 の学 生 に 関心 が 高 い の は 当 然 と

して もイ群 に もル ー ル へ の 関 心 が あ り,チ ー

ム プ レイ を主 体 と した応 用 技 術 の 練 習 に もル

ール が必 要 で あ る こ と を うか が わ せ て い る.

(5)社 会 的 態 度

球 技 に お け る社 会 的 態 度 の育 成 は チ ー ムゲ

ー ム ゆ え に生 じる児 童 自身 の役 割 の 遂 行 ,ゲ
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一ムの開始 ,終 了時 におけるあいさつ,勝 敗

に対する態度,ル ールを守ってのプレイな ど

数多 くの場面があり,そ れ らの場面を利用 し

たチームワーク,リ ーダーシップ等の育成が

留意事項になる.今 回の調査では17.8%と 球

技の特性から考 えて も関心 はあま りない.こ

の事項は社会的態度に関する指導が時間をか

けて行なわれることや,内 容自体が抽象的で

具体的にどのよ うな ことをすればよいかとい

った着眼点が見い出せないか らだと思われる.

ア,イ,ウ 群の比較において33.3%と ウ群の

ゲーム指導者に関心の高 さが見 られた.

(6)安 全

指導時は事故の危険に遭遇しなければならな

い.怪 我や病気,と きには死亡の危険 さえも

予想しながら対処 しなければな らない.指 導

はこのような事故 を未然に防止する適確 さを

持たなければな らない.今 回の調査では安全

面に関 しての関心 は低い様である.こ れは.

安全指導が指導の際の必須条件 として考 えて

いるか らと好意的に解釈で きるが,実 際の指

導に立 ち合 った立場でいえばゲームの際,夢

中になっての衝突や予想以上の速いパスを受

けそこなっての突き指,身 体接触の際の捻挫

など事故 が起 った時のみに気 がつ くのが大半

であると思 えるので,指 導の際には安全面で

の留意 は欠かせない要素と言える.

(7)施 設,用 具

コー トについては場所の安全の確認,児 童

の発育状態,技 術,人 数,広 さ,ル ール との

関連での適合性,用 具に関 して もボールの種

類 とか数の適切 さなどを留意する必要がある.

また施設,用 具については事前の準備,管 理

が大切で,日 頃からの確認が大切である.今

回の調査では18.5%と やや関心 を示 していた

要素である.男 子 と女子の比較では女子の方

が関心を示し,ウ 群のゲーム指導担当者 に関

心の高 さが他の群よりも見 られた.こ れはゲ

ーム指導時においてのコー トの大 きさの決定

が,サ ッカーの様にあま りゲームの様相がわ

か らないまま指導するようにな り,コ ー ト作

りをどのようにした らよいかなどのその種 目

の知識不足 とか,事 前準備でどの位コー ト作

りに時間がかかるかといったとま どいが影響

していると考 えられる.

(8)健 康 と体力

児童の健康状態 を知 り,児 童の体力を考慮

す ることは指導にとって大切な事項であるが

今回の調査ではその関心 は少なかった.球 技

指導 とい うことで,体 力向上にはあまり目を

向けていなかった と考えられる.

(9)指 導者の体力,運 動能力,技 術,知 識

今回の調査では指導者本人の体力,運 動能

力,技 術,知 識に関心をよせる者が25.9%い

た.女 子においては34.8%と 男子 と比較 して

4倍 も見 られた.群 別では対人,応 用技術担

当者 に多 く見 られた.特 に知識面はルールの

みでな く運動 の方法,技 術指導に もわたって

いる.そ して女子において技術面 に関心が高

い ことは,指 導に必要な技術を小学校の水準

以上 に習得 したいとい う願望を意味 している

と考 えられる.

Nま と め

授業前に提出 された 「ボール運動に何 を期

待す るか」に述べ られている事項は小学校指

導書体育編に述べ られている目標,内 容 を受

けて,ボ ール運動 の特性とを照合 した,ご く
一般的常識的な内容で,「勝敗 に対 する態度

や社会性」,「安全への配慮」,膕人や集団技能

の生か し方」,「ルール」,「チームの協力」など

が顕著に見 られ,そ れ らをふまえて楽 しく指

導するためにはどうしたらよいかを期待 して

いる.

授業後では実技 ・演習の体験によってやや

抽象的であった体育の教材観が具体化 された.

将来教師として指導する場面を想定 しての記

述が多 く見 られ,内 容 としては 「指導との関

連」についてが多 くなっており,児 童の立場

や過去の経験か らだけでなく,授 業 を通 して
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体験 し実感 として述べている点が内容的に授

業前 と異っている.

指導上の留意点 となる要素 を抽出して,学

生の教材研究授業終了時に提出 されたレポー

ト 「指導を終 えて」に見 られる用語句を統計

的に処理 して,将 来小学校の教員を目指す学

生の段階での指導上の留意点 を検討した結果,

関心の高い指導上の留意点 としては,「 説 明

指導法」,「技 術指 導法」,「指導案 との関連」,

「学生自身の技能・知識面での資質」,「ルール」

があげられる.男 子 と女子の比較においては

「技術指導法」において男子,「 学生自身の資

質」においては女子に関心の高 さが見 られた.

また指導種 目別にみると個人技術担当者 は技

術指導法の 「時間配分」 に対人 ・応用技術担

当者は,「指導案立案 と実践 との くい違い」,

「自己の資質について」,ゲ ーム指導者におい

ては,「 ルールの理解」などに高 い関心 を示

していた.運 動指導の必須条件である 「安全

面」,球技の特性である 「社会的態度面」 に関

心を示す者が少 なかったのは意外であるが,

今後,こ れらの面にも関心を示 させる授業 を

考 える必要が明 らかにな った.

以上,レ ポー ト分折か ら指導前後,指 導 を

終えての意識について述べて きたが,抽 象的

か ら具体的に学生の見方 から指導者的発想へ

受動か ら能動へ と変容す る過程を授業で正確

にとらえていると思われ,指 導 した学生 にお

いては授業技術に着 目している.こ のように

学生の意識は授業体験で もかな りの変容が見

られるが,実 践指導 に当った学生の意識はさ

らに高 まって きてお りこの様な形態の授業の

重要性を再認識できた.

今回の調査 は全受講生及 び指導担当者 に果

したレポー トに表わされていた用語句を中心

に抽出した方法をとったが,微 妙にどの要素

に組み入れた らよいかといった解釈に困る表

現 もあった りして方法論的によ り客観性が必

要であると痛感 させ られた.今 後はアンケー

ト方式 を採用す るなどしてさらに詳細な指導

上の留意点を探 り,今 後の授業の基礎資料 と

したい.(中 林 忠輔)
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